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KGI 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期 2029年3月度目標

高エンゲージメント者率の向上（偏差値62以上） 8.1 8.9 10.9 13.9 
毎年1ポイント向上

当社グループでは、「持続的な企業価値の向上」には人的資本の充実と
生産性向上の両輪が重要課題と認識し、従業員が健康でいきいきと働き
イノベーションを創出し続けられる職場づくりに向けて、2023年9月に健
康経営方針を制定しました。以来、代表取締役社長を推進責任者として、
従業員の肉体面と精神面の健康の充実を図る施策を継続的に推進してい
ます。具体的には2024年3月期に健康経営推進体制の整備と健康課題の
抽出を行い、課題解決に向けた健康経営戦略を2025年3月期に作成し、
各拠点の健康経営担当者を軸に具体的な従業員の健康意識の向上に向
けた活動を展開してきました。実行した施策からのフィードバックを基に、
取締役会、健康保険組合、各拠点、および産業医との連携を強化し、2026
年3月期はさらに踏み込んだ健康経営戦略を策定しました。従業員がポテ
ンシャルを最大限に発揮することで事業活動を通じて社会に貢献し、業績
向上によって従業員の生活に還元することで、従業員、当社グループ、社
会が、WIN+WIN+WINとなる関係を築いていきます。

健康経営

健康経営に対する考え方

Social

全国拠点の社員食堂で「健康メニュー」を提供中。

全国各拠点で職場交流、健康増進を目的としてスポーツイベ
ントを開催。写真は坂東製造事業所の職場対抗卓球大会。

健康経営推進体制

KGIと重点KPI

重点KPI 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期 2029年3月度目標
★  アブセンティーズム（休業による労働損失）※1 
私傷病による長期欠席者率（20日以上の病欠者） 1.31 1.24 1.39 1.20 

0.19ポイント改善
★  プレゼンティーズム※1 

WHO-HPQの絶対的プレゼンティーズムを用いた従業員調査 
実績値は損失割合を計算し全従業員の平均を算出 
（労働遂行能力低下による生産性損失率） 
出勤はできているが心身に不調感がある状態

33.1 33.8 33.0 30.0 
3％改善

★  ワークエンゲージメント （偏差値）※1 
ストレスチェック時にユトレヒト・ワーク・エンゲージメント尺度と相関の高い8項目
を用いたベンダーオリジナル尺度で測定

49.3 49.6 50.3 53.3 
3ポイント改善

★  中長期的な健康保険医療費の削減  
一人当たりの医療費（千円）

全医療費（被扶養者含む） 160 165 ※2 165 
2025年3月期と同額維持

前期高齢者医療費（被扶養者含む） 310 285 ※2 285 
2025年3月期と同額維持

健康経営責任者　代表取締役社長

健康経営担当役員　総務・人事本部　担当取締役または役付執行役員

従業員　家族

報告指示

指示 報告

アンケート結果施策

● 全社安全衛生委員会

● 産業医
● 社外カウンセラー
● 健康支援提携会社
● 大日精化労働組合

総務・人事本部長

健康経営推進組織

総務・人事本部、大日精化健康保険組合

各拠点、グループ各社（総務部門、安全衛生委員会）

連携

評価

（助言など）

「健康経営」はこちらのウェブサイトをご参照ください。

https://www.daicolor.co.jp/csr/social/health/index.html

健康経営　戦略マップ　2027年4月度～2029年4月度

※1 国内連結グループ　　※2 実績把握は2026年9月

当社グループでは、メンタル疾患を未然に防止する活動、
および休職からの円滑な復帰支援など、メンタルヘルスに
関連し総合的に対策を講じています。毎年、国内の全役職員
に対して実施しているストレスチェックの回答率は、2025
年3月期が93％、2026年3月期は95％と高い回答率にあ
り、広くストレス状況を把握できる環境にあります。ストレス
チェックの回答結果を受け、2025年3月期から、高ストレス
職場へのアクションプランシート（職場の改善計画書）を使
用した職場改善に向けた管理職支援を開始し、2026年3月
期は全職場の管理職を対象に「ストレスチェック結果の活
用」をテーマに勉強会を開催しました。今後も働きやすい職
場を目指し積極的な活動を継続的に進めていきます。

2026年も引き続き、経済産業省と日本健康会議が共同
で実施する「健康経営優良法人2026（大規模法人部門）」に
申請し、認定されました。今後も、さらなる従業員の健康維
持・増進やモチベーション向上・生産性向上を目指し、健康
経営を推し進めていきます。

メンタルヘルスケアの推進

健康投資

健康診断

運動支援アプリ

禁煙支援

産業医による
健康セミナー

アンケート

ストレスチェック

ストレスチェック
結果活用勉強会

管理職新任教育

受診率 
100％継続

参加率向上

喫煙率の低減

視聴率向上

アンケート 
回答率向上

受験率の向上

参加率の向上

長時間残業の削減

年次有給休暇の
取得率向上

男性の育児休暇
取得率向上

重症化予防 
（精密検査受診率向上）

特定保健指導の
対象者率低減

健康リテラシーの向上

ハラスメントの削減

高ストレス者率の削減

アブゼンティーイズム
の向上

高ワーク
エンゲージメント率
（偏差値62以上）

2027年3月期より
毎年1ポイント向上

13.9％以上

従業員が健康で
いきいきと働ける環境を

ともに創り上げ
イノベーションが
湧き上がる
活力に満ちた
企業風土を実感し

醸成できる人財・組織を
増やす

中長期的な
健康保険医療費の削減

プレゼンティーイズム
の向上

ワークエンゲージメント
偏差値の向上
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中期経営計画目標

健康経営で解決
したい健康課題

2029年目標
（KGI）

健康投資効果

取り組みに関する指標
（KPI）

従業員の意識・行動に
関する指標（KPI）

最終的な目標指標
（重点KPI）

健康経営優良法人（大規模法人部門）

63 Integrated Report 2026 64
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